






































































































































































































枚 ％ 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚 枚
351,400 57 322,900 319,500 5,000 27,000 331,400 5,000 15,000 331,400 5,000 15,000
黄 268,534 43 238,600 188,634 17,000 62,900 212,034 17,000 39,500 236,034 17,000 15,500
計 619,934 561,500 508,034 22,000 89,900 543,434 22,000 54,500 567,434 22,000 30,500
昭和6年度
夏秋蚕
白 573,495 90 527,263 513,449 32,100 27,946 513,449 32,100 27,946 513,449 32,100 27,946
黄 64,174 10 52,887 48,204 5,820 10,150 48,204 5,820 10,150 48,204 5,820 10,150
計 637,669 580,150 561,653 37,920 38,096 561,653 37,920 38,096 561,653 37,920 38,096





















































































































































































河田逸治郎 伊白×九八 4,000枚 熊本製糸所 4,000 ―枚 ―枚
向仲愿吾 仏純白×支四 5,000 薩摩製糸㈱ 5,000 ―　 ―　
大参八郎 B×O 10,000 鳥栖製糸所 5,000愛知　〃　 3,000（予定）





































松田源治 豊黄×松金 2,500 大分製糸所 2,000 備作製糸㈱岡山工場 500 2,500 大分製糸所 2,000 備作製糸㈱ 500 2,500　 一案ニ仝ジ
















計 62,900 39,500 15,500　






















　　　　　　河野 3,000 5,500 仝　上 5,500
　 仝　上
計 27,946 27,946 27,946　







10,150 仝　上 10,150　 仝　上
合　計 38,096 38,096 38,096　

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































過不足各所申込数 今後所要見込数 計 社　製 社外製 計
白繭種 477,630枚 53,880枚 531,510枚 511,510枚 20,000枚 531,510枚 ―
黄繭種 342,640 13,660 356,300 277,000 79,300 356,300 ―































































北越蚕種 10,000枚 古閑辰喜  2,000枚 日田蚕種  3,000枚
新綾部製糸  5,000
黄繭種 79,300
北越蚕種 10,000 河田悦治郎 30,000 安東　誠 10,000
松田源冶 10,000 長谷川惣市  5,000 磯部陸治  5,000


























































































































































































































































































































































































































































合 計 750,000 個（ 内 訳・ 細 300,000 個、 太
450,000個）である（152）。両年度春・夏秋蚕種
の中で、「分離白×満月A」を中心に改良種を
第５表　片倉製糸の蚕種製造計画（昭和 10 年度夏秋蚕、昭和 11 年度春蚕） （単位：１ヶ＝ 10 グラム）
種別
蚕種所要額 製造予定額
社　製 他　製 計 春　期 夏秋期 計
10 年度夏秋蚕 739 千ケ 175 千ケ 914 千ケ 650 千ケ 100 千ケ 750 千ケ
11 年度 春 蚕 716　　 134　　 850　　 700　　 50　　 750　　
計 1,455　　 309　　 1,763　　 1,350　　 150　　 1,500　　
（資料）『昭和十年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡績株式会社』
片倉製糸の蚕種製造委託と地方蚕種家
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合せて分離白系が80％を占めていた。
1935（昭和10）年7月18日開催の片倉製糸
取締役会に提出の議案「昭和十年度夏秋蚕種配
給承認ノ件」についてみると、夏秋蚕種配給数
量は836,100個（産繭見込高3,700,000貫）、こ
の内夏蚕種・初秋蚕種339,350個（産繭見込高
1,535,000貫）、晩秋蚕種496,750個（産繭見込
高2,235,000貫）であった（153）。この議案は、
取締役会において可決している。夏蚕種・初秋
蚕種の内、「分離白系」が92％、晩秋蚕種の内、
「分離白系」が97％にのぼる。なお、配給蚕種
数量中、社外製蚕種155,100個を含む。社製蚕
種82.4％、社外製蚕種18.6％を占め、引続き
片倉製蚕種の統一が基本的に達成していたとみ
ることができよう。前年度の夏秋蚕種配給数量
は、686,800個（産繭見込高3,260,000貫）で
あった。1935（昭和10）年度夏秋蚕種配給数
量は、前年比1.2倍強の増加である。
おわりに
片倉製糸の原料政策として地方蚕種家との提
携は、重要な問題であった。1935（昭和10）
年初頭に、片倉製糸の所長会議メンバーから選
抜した、この問題の研究委員会の結論は以下の
如くであった。即ち、片倉製糸傘下の特約組合
に配付する蚕種は、片倉社製蚕種に統一するこ
とを原則とするものの、諸種の条件の下では地
方蚕種の配付を「認定」していた。つまり、特
約組合の確保・拡張に必要とする場合であり、
その際には当該地域に蚕種配付を限定すること。
従来の「名柄品種」の取扱いが制限される可能
性が生じている。また、今後地方蚕種を承認す
るに当っては、原蚕種の配付を為さざることを
原則とし、特別な事情の下では片倉本社の審議
によって決定すること。違作が生じた場合は、
地方蚕種家が責任を負うことなどを定めていた。
片倉製糸の1931（昭和6）年度夏秋蚕種と翌
32（昭和7）年度春蚕種の所要総量125万枚強
に対し、社内蚕種製造枚数が114万枚強であっ
た。片倉製糸の蚕種所要総量に対する社製蚕種
の比率は90.8％を占め、基本的に片倉社製蚕
種の統一を達成していたと看做すことができる。
白繭種・黄繭種別にみると、白繭種が9割強、
黄繭種は80％台にとどまる。蚕種の中でも社
外製蚕種、特に春蚕種では白繭種に比べ黄繭種
の社外依存度がやや高い傾向にあった。片倉製
糸の製造蚕種をすべて特約組合に配付する訳で
はなく、片倉製糸傘下の特約組合に配付する蚕
種は、片倉各製糸所（傍系製糸会社を含む）が
社内外の蚕種製造所を視察の上、本社にまず希
望申請（蚕品種とその数量）し、その後片倉製
糸本社の査定第1案、第2案の検討を経て、決
定をみる仕組みであった。片倉本社の査定は、
社製蚕種の奨励と社外製蚕種の抑制傾向にあっ
た。
大製糸資本が地方蚕種家に蚕種製造委託を行
う理由として、自社製造蚕種の供給力不足、地
方的利害への配慮、繭特約取引拡大の手段が指
摘されている。片倉製糸が同社直属の蚕種製造
所の規模拡大に伴い、基本的に社製蚕種統一を
実現していたにせよ、上記理由は、片倉製糸に
おいても該当することは言うまでもないであろ
う。但し、片倉製糸においては、仮に片倉社製
蚕種の不足が生じた場合には、一時的とはいえ
朝鮮に設置の片倉蚕種製造所からの供給を仰ぐ
体制が構築されていた。片倉製糸が国内外蚕種
供給体制に全面的に依存するまでもなく、国内
優良蚕種の確保は可能であり、それにも増して
地方的利害への配慮や繭特約取引拡大の手段と
して社外製蚕種の購入を優先することになろう。
また、河田悦治郎製多糸量黄繭種「アスコリ黄
繭×98号」を始めとして、社外多糸量系優良
蚕種の配付は、片倉製糸の多糸量黄繭種の開
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発・育成を補うと共に、他社との対抗上から必
要としていた一面を有する。
片倉製糸が特約組合に配付する社外製蚕種は、
大別して「名柄品種」と「地方蚕種」に分ける
ことができる。「名柄品種」の代表格が上記河
田悦治郎製蚕種である。片倉諸製糸所の中で最
も希望の多い蚕品種は、1931年夏秋蚕種と
1932年春蚕種に関して、数量の上で河田悦治
郎製黄繭種「アスコリ黄繭×98号」と白繭種
「伊白×98号」合せて49,400枚であり、社外製
蚕種総量の、前者のみで35.5％、後者を含め
ると38.6％を占めていた。何れも春蚕種である。
次いで、大参八郎製春蚕白繭種「B × O」
10,000枚、向仲愿吾製の春蚕白繭種「仏純白
×支4号」と夏秋蚕種「日支」合せて7,500枚、
河野通璋製夏秋蚕白繭種「日支」3,000枚、松
田源治製春蚕黄繭種「豊黄×松金」2,500枚、
神戸八十八製春蚕黄繭種「アスコリ×K88」
1,000枚と続く。上記蚕品種を希望する片倉諸
製糸所（傍系製糸会社を含む）は、その蚕種家
との地方的利害とは無関係に蚕種購入を申請し
ており、全国各地の特約組合に分散配付される
蚕種であった。これに対し、「地方蚕種」は、
各地方毎に特定の蚕種家が製造し、地方的利害
乃至繭特約取引拡大の手段等として直接に各地
方片倉製糸所（傍系製糸会社を含む）が希望す
る蚕種である。この時期前後に、上記以外の蚕
種家として片倉製糸の社外蚕種製造者に名を連
ねる人物（蚕種会社）は、北越蚕種合名会社、
新綾部製糸株式会社、安東　誠、磯部陸治、長
谷川惣市、日田蚕種株式会社、豊永太市、古閑
辰喜、原田徳愿などであった。1934（昭和9）
年度の社外春蚕種購入予定の中で、最大の購入
先（＝社外蚕種製造者）は依然として河田悦治
郎（30,000枚）である。新綾部製糸株式会社
（前身の綾部製糸株式会社）の開発蚕品種は、
黄繭種「綾黄」と「金光」、白繭種「綾白」と
「仏白」など、そして磯部陸治開発の黄繭種
「愛知金黄」・「62号」などが知られている。
蚕種業兼営の新綾部製糸株式会社、河田悦治
郎、磯部陸治、安東　誠、松田源治、向仲愿吾、
神戸八十八などは大蚕種家であり、河田悦治郎
を始めとして、製糸資本への蚕種販売を開始す
ることにより、経営規模の拡大を推進してきた
のである。上記大部分の大蚕種家に限らず、
「地方蚕種家」においても片倉製糸への経営依
存が大きく、蚕種販売を通じて従属的な立場を
甘受せざるを得なくなろう。
1934（昭和9）年度春蚕種の片倉製糸所要総
量（887,810枚）に占める社製蚕種供給量
（788,510枚）の割合は、88.8％（内、白繭種
96.2％、黄繭種77.7％）に達し、1935（昭和
10）年度夏秋蚕種と翌36（昭和11）年度春蚕
種の片倉製糸所要総量（17,630,000グラム）
に占める社製蚕種（14,550,000グラム）は、
82.5％に及ぶ。次いで片倉製糸は、1940（昭和
15）年に委託蚕種製造者62名、同蚕種製造高
4,200,000グラム、地域的には27府県に亘って
いた。同年片倉製糸の蚕種製造高の27％を委
託製造蚕種が占めている。片倉製糸の蚕種製造
能力からすれば、蚕種製造委託は減少するはず
であるが、地方的事情により委託蚕種製造者を
一層抱え込むことで蚕業政策上、事態の好転を
図ったのであろう。全国各地の有力蚕種家を片
倉製糸の系列組織に組み込んでいく。片倉製糸
の時局を判断する経営力を物語る一面を垣間見
ることができよう。何れにしても曾ての如き
「関係ナキ蚕種」は皆無となり、蚕糸業の新た
な段階において、片倉社製蚕種を中心とした特
定蚕種配給体制の構築を確立したものといえよ
う。
同年の片倉社製蚕種比率（7割強）は、郡是
製糸と共に特約製糸の中で最高水準にあったも
のと推測できる。郡是製糸は、1938年度に国
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内社製蚕種比率が97.1％（社内種9,403,564グ
ラム、社外種282,133グラム）であった（154）。
片倉製糸以上に、社製蚕種比率の高さが郡是製
糸の特徴である。
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